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町
道
除
雪
実
施
基
準

　

町
内
各
所
に
観
測
点
を
設
け
道
路
上
降
雪
深
が
10
㌢
を
超
え
た
場
合

に
除
雪
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
・
12
月
の
降
雪
直
後
、
３
月
の
融
雪
時
期
に
あ
っ
て
は

気
象
状
況
に
応
じ
て
路
上
降
雪
深
を
15
㌢
と
し
ま
す
。

機
械
除
雪
作
業
を
円
滑
に
行

う
た
め
に

　

道
路
上
に
樹
木
の
枝
な
ど
（
高

さ
４
㍍
以
下
の
も
の
）
が
出
て
い

る
と
除
雪
が
出
来
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
早
め
に
切
っ
て
い
た
だ

く
か
取
り
除
い
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
路
肩
や
側
溝
の

上
に
置
い
て
あ
る
は
せ
木
や
肥
料

・
石
な
ど
も
除
雪
の
妨
げ
に
な
っ

た
り
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
早
め
に
取
り
除
い
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
路
付
近
の
民
有
地
に

あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な

ど
も
除
雪
車
で
壊
す
恐
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
除
雪
前
に
目
印
（
長

さ
３
㍍
以
上
の
棒
の
先
に
赤
い
布

な
ど
の
目
印
を
つ
け
る
）
を
立
て

て
く
だ
さ
い
。

●
　

道
路
は
人
や
車
の
通
る
場
所
で

す
。
道
路
に
雪
を
出
す
と
路
面
凍

結
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
路
面
が

凹
凸
に
な
り
交
通
事
故
の
原
因
に

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら
道
路
に
雪
が

落
ち
る
場
合
は
危
険
で
す
か
ら

「
な
で
止
め
」
な
ど
で
防
止
し
、

屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
は
道
路
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

道
路
に
駐
車
す
る
と
、
除
雪
作

業
の
支
障
に
な
る
ば
か
り
か
、
吹

雪
や
夜
間
は
交
通
事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
路
上

駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

作
業
中
の
除
雪
車
に
近
づ
く
の

は
大
変
危
険
で
す
。
十
分
な
車
間

距
離
を
と
り
、
安
全
運
転
・
通
行

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

除
雪
し
た
雪
を
側
溝
に
捨
て
て
も

水
温
が
低
い
た
め
、
雪
は
な
か
な

か
融
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
捨

て
た
雪
が
側
溝
を
せ
き
止
め
、
溢

れ
た
水
が
道
路
に
流
れ
だ
し
、
住

宅
の
床
上
ま
で
浸
水
し
た
例
が
あ

り
ま
す
。

　

最
近
増
え
て
い
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
世
帯
や
高
齢
夫
婦
世
帯
、

ま
た
母
子
家
庭
な
ど
は
、
雪
に
か

か
わ
る
負
担
が
と
て
も
大
き
い
も

の
で
す
。
各
地
域
に
お
い
て
も
除

雪
が
困
難
な
家
庭
に
配
慮
い
た
だ

き
、
近
所
の
か
た
に
よ
る
除
雪
作

業
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
雪
が
降
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
安
全
・
安
心
な
冬
期
間
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、

11
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
円
滑
に
除
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

要
望
対
応
に
つ
い
て

　

除
雪
に
つ
い
て
の
要
望
・
問
題

点
は
個
人
毎
で
は
な
く
、
必
ず
区

長
さ
ん
・
町
内
長
さ
ん
が
代
表
し

て
建
設
水
道
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

役　場区長・町内長

町　民 除雪業者

効
率
的
な
除
雪
作
業
に
向
け
て

　

町
で
は
今
年
度
よ
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機

能
を
利
用
し
た
「
除
雪
車
運
行
管

理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

除
雪
車
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

取
付
け
、
衛
星
を
利
用
し
た
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
に
よ
り
除
雪
車
の
現
在
地

・
走
行
経
路
が
役
場
や
除
雪
業
者

の
パ
ソ
コ
ン
上
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

除
雪
車
の
状
況
を
パ
ソ
コ
ン
画

面
で
確
認
し
な
が
ら
、
効
率
的
な

除
雪
作
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
お

問
い
合
わ
せ
や
要
望
に
対
し
て
迅

速
な
連
絡
対
応
を
図
り
ま
す
。

新
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●
積
雪
の
た
め
メ
ー
タ
ー
検
針

　
を
休
み
ま
す（
１
月
〜
４
月
）

　

１
月
か
ら
４
月
ま
で
は
、
12
月

検
針
（
11
月
の
使
用
水
量
）
の
水

量
で
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
５
月
の
検
針
で
精
算
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
冬
期
間
の
水
量

が
11
月
の
使
用
水
量
と
大
幅
に
変

動
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合

は
、
建
設
水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
冬
期
間
の
管
理

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
防
寒
対
策
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
水
道
管
は
凍
結
し

た
り
、
破
裂
し
た
り
し
ま
す
。
毎

年
、
こ
の
凍
結
事
故
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。
凍
結
に
よ
り
水
道
管
が

破
裂
す
る
と
、
修
理
代
は
も
と
よ

り
、
水
道
料
金
も
高
額
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は
、

就
寝
前
に
「
不
凍
止
水
栓
」
を
完

全
に
閉
め
切
り
、
蛇
口
を
開
い
て

水
抜
き
し
ま
し
ょ
う
。
半
閉
め
の

状
態
で
は
、
水
が
漏
れ
続
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
完
全
に
閉

め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
翌
朝
使

用
す
る
場
合
は
、
完
全
に
開
け
て

く
だ
さ
い
。

※
半
閉
め
、
半
開
き
の
た
め
漏
水

　

す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま

　

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
ヒ
ー
タ
ー
線
を
巻
い
て
い
る
水

　

道
管
の
場
合
は
、
ヒ
ー
タ
ー
の

　

コ
ン
セ
ン
ト
が
確
実
に
差
し
込

　

ま
れ
て
い
る
か
、
ヒ
ー
タ
ー
が

　

正
常
に
作
動
し
て
い
る
か
を
確

　

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

　
栓
手
続
き

　

漏
水
の
発
見
が
遅
れ
、
水
道
料

金
が
高
額
と
な
ら
な
い
よ
う
、
冬

期
間
使
用
し
な
い
施
設
な
ど
の
閉

栓
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
閉

栓
、
開
栓
の
手
数
料
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
０
円
で
す
。

●
水
道
管
の
破
裂

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル

ブ
を
閉
め
、
直
ち
に
水
を
止
め
て
、

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

連
絡
し
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
修
理
代
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

●
漏
水
の
確
認

　

家
中
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
ト

イ
レ
な
ど
の
水
タ
ン
ク
も
確
認
し

て
か
ら
、
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
銀
色
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

マ
ー
ク
ま
た
は
１
リ
ッ
ト
ル
針
が

動
い
て
い
る
場
合
は
、
ど
こ
か
で

漏
水
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
連
絡
し
、
修
理
を
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

※
冬
期
間
も
メ
ー
タ
ー
を
時
々
確

　

認
し
て
、
漏
水
の
疑
い
が
な
い

　

か
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
水

道
係
（
☎
85

－

６
１
３
７
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク

１
リ
ッ
ト
ル
針

雪
捨
て
場
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
最
上
川
（
荒
砥
橋
下

流
）
の
河
川
敷
を
雪
捨
場
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
毎
年
多
く
の
ゴ
ミ

が
雪
と
一
緒
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

状
況
が
あ
る
た
め
、
雪
以
外
の
も

の
は
絶
対
に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ

い
。

利
用
時
間
…
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

　

町
で
は
、
自
力
で
除
雪
を
行
う

こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
者
世
帯
な

ど
を
対
象
に
、
作
場
道
、
里
道
な

ど
町
道
以
外
の
道
路
の
除
雪
支
援

を
行
い
ま
す
。

○
対
象
道
路　

作
場
道
、
里
道
な

　

ど
町
道
以
外
の
道
路
（
私
有
地

　

は
対
象
外
で
す
）

○
対
象
者　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

　

世
帯
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

　

世
帯

○
経
費　

原
則
と
し
て
町
、
地
元

　

が
負
担
し
ま
す
。

○
申
請　

申
し
込
み
す
る
か
た
は

　

「
白
鷹
町
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

克
雪
支
援
事
業
申
請
書
」
を
関

　

係
区
長
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
各
区
長
ま
た
は
建

　

設
水
道
課
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
締
切　

11
月
25
日
（
金
）

○
そ
の
他　

町
道
通
学
路
を
優
先

　

と
し
た
除
雪
と
な
り
ま
す
の
で
、

　

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
道
路

　

に
つ
い
て
の
除
雪
は
、
ご
希
望

に
そ
え
な
い
日
時
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
土
木
係

（
☎
85

－

６
１
４
２
）



国民年金マスコット
ネッキーくん
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平成23年 11月 24日 （木）
12月 28日 （水）

平成24年 １月 25日 （水）
２月 22日 （水）
３月 28日 （水）

☎

　●午前の部　午前10時～（受付　午前９時30分～ 11時30分）
　●午後の部　午後１時～（受付　午後１時～１時30分）
　●会　　場　 　１階　文化実習室
　　　　　　※会場は都合により館内別室になる場合があ
　　　　　　　ります。ロビーの案内板をご確認ください。
　●内容　年金のことならなんでも
　
　
■主催

　
☎

　納めていただいた国民年金保険料は「社会保険料控除」として全額が税金の控除の対象
となります。年末調整や確定申告の際には、この控除証明書「ハガキ」の添付が必要です
ので申告の時期まで大切に保管してください。

　平成 23 年中に国民年金保険料を納付しているのに控除証明書が届かない
かたは、日本年金機構にご確認ください。
　 ☎

11 月に送付されるかた

　

翌年２月に送付されるかた

　

☎

年金相談
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県・町からのお知らせ　まだ特別徴収されてない事業主、従業員の皆さまへ

住民税特別徴収のしくみ

特別徴収とは？

　　個人住民税（町民税＋県民税）を事業主が従業員
　の給与から差し引き、従業員に代わって市町村に納
　入していただく制度です。地方税法第321条の４の
　規定により所得税を給与から源泉徴収している事業
　主は、従業員の個人住民税を特別徴収していただく
　義務があります。

個人住民税は計算のわずらわしさナシ

　　従業員毎の住民税額は、町で計算したものを事業
　主に通知しますので、事業主の皆さまには給与支払
　報告書を提出いただくだけです。

従業員にとっても大きなメリット

　○毎月、給与から徴収されるため、納め忘れがあり
　　ません。

　○一人ひとりが毎期ごとに金融機関に出向く必要が
　　ありません。
　○納期が年12回となり、1回あたりの納入額が少なく
　　なります。（普通徴収は年４回）

特別徴収への切替手続は？

　　平成25年度分からは、全ての事業所を特別徴収事
　業所に指定させていただきます。できるだけ平成24
　年度からの切替をお願いします。
　　平成24年度分から実施される場合は、平成24年１月
　末まで提出いただく給与支払報告書の総括表に「特
　別徴収に切替」と朱書きで記載のうえ、各市町村に
　提出してください。その後は平成24年５月に特別徴
　収税額通知書をお送りしますので、６月の給与から
　税額を差し引いていただき、各市町村に納入してい
　ただくことになります。
■問い合わせ　県西置賜税務課（☎88－8209）
　　　　　　　町税務出納課町民税係（☎85－6132）

 長井・西置賜地区では、平成25年度課税分からすべての事業所が特別徴収になります

市町村 事業主 従業員

①給与支払報告書の提出
（１月 31 日まで）

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
（５月 31 日まで）

④給与支払（税額の通知）

⑥個人住民税の納入
（翌月 10 日まで）

⑤特別徴収（給与差引）
（６月から翌年５月まで）

◎納付書で納付されるかたは、納期限まで納められな
　かった場合には、その後督促状が発送されます。督
　促状で納付ができます。
◎口座振替で納付されるかたは、口座振替できなかっ
　た場合には、まず口座振替不能通知書（納付書）が
　送付されます。それで納付いただけなかった場合に
　は、督促状が発送されます。
●ご注意　納付書・口座振替ともに、督促状発送後も
　納付がない状態が続きますと、必要に応じ財産調査
　などを実施、その後差押えに進みます。差押え財産
　は当方で決定し、事前の連絡はありません。

　差押えた給与・預金・保険等は（保険等は解約のう
　え）未納の税金に充当されます。動産・不動産は公
　売（インターネット公売など）により換価のうえ、同
　じく未納の税金に当てられます。
※納期限を一定期間以上経過しますと延滞金が発生し、
　さらに納付額が増加します。
※年末が近くなりました。お手持ちの納付書をご確認
　のうえ、現在納期限が過ぎているものがありました
　ら、お早めに納めていただきますようご案内いたし
　ます。
■問い合わせ　税務出納課収納係（☎85－6106）

町税などの納付について

　町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税などの税金及び介護保険料・後期高齢者医療保険料は、
それぞれ納期限があります。
（納付書に記載されていますが、４月に配布された町報「つづりこみ表紙」にも記載されております。）
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　白鷹町食の文化街道推進会議が毎年開
催している、郷土食伝承事業が10月、各小
学校の６年生を対象に行われました。栗ご
飯・いも煮・冷やしる・かぼちゃのサラダ
など地元でよく食べられる郷土食。子ども
たちの中には、始めて食べる郷土食もあり、
地元の味をお腹いっぱい食べることができ
ました。大きくなっても白鷹の味を忘れな
いでと、おかわりする子どもたちを推進会
議の皆さんはやさしく見守っていました。

　10月23日、荒砥駅でフラワー長井線まつ
りが行われました。当日は、ワンコインデ
イで全線片道一回100円で乗車できるとい
うことから、多くの家族連れや鉄道ファン
などが長井線に乗り込み、普段味わえない
車窓の風景などを楽しんでいました。会場
内では、ミニ SL の試乗やよさこい、フラ
ダンス、保育園児の和太鼓などでお祭り雰
囲気は一層盛り上がり、売店のいも煮やう
どんのいい香りが会場を包んでいました。

　10月23日、健康福祉センターで RO＊ KU
フェスティバルが行われました。コーディ
ネーショントレーニングでは、運動神経の
向上や健康維持につながる体の使い方・調
整力について指導されました。参加した皆
さんは、普段はしない体の使い方で、自分
の体が思うように動かないことに大笑いし
ながら楽しんでいました。この事業は「ゆ
めスポしらたか RO＊ KU」が主催し、子ど
もからお年寄りまで約50人が参加しました。

　
萩
野
子
獅
子
保
存
会
が

　
山
形
ふ
る
さ
と
塾
活
動
賞
受
賞

　

10
月
16
日
、
萩
野
子
獅
子
保
存

会
に
山
形
ふ
る
さ
と
塾
活
動
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
野
子
獅
子
保
存
会
は
、
昭
和

53
年
に
故
小
関
太
郎
先
生
か
ら
獅

子
頭
が
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
で
結
成

し
ま
し
た
。
以
降
、
大
人
の
か
た

か
ら
指
導
を
受
け
、
町
内
の
行
事

を
は
じ
め
国
民
文
化
祭
や
東
京
な

ど
で
舞
い
を
披
露
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
残
る
子
獅
子
経

験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
獅
子
舞
保
存

会
に
入
り
獅
子
舞
を
通
し
て
地
域

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
活
性
化
と
子

ど
も
た
ち
に
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

・
誇
り
を
育
む
活
動
が
認
め
ら
れ

こ
の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　10月16日、東根小学校周辺を会場に町総
合防災訓練が行われました。今回の防災訓
練では、町が導入した衛星電話を使った連
絡体制の訓練や、ドコモの携帯電話に対し
て一斉にエリアメールを送るなど、東日本
大震災を教訓に、より実践的な訓練が実施
されました。災害に対しては、機器の整備
も必要ですが、地域の助け合い・結びつき
も重要です。今後も災害に強い町づくりを
目指していかなければなりません。

賞状を手にする横山会長

ロ　ッ　ク
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町
内
で
も
獅
子
舞
が
盛
ん
な
蚕

桑
地
区
。
子
ど
も
た
ち
の
「
お
ら

ん
だ
も
し
し
ま
い
し
っ
ち
ゃ
い

〜
」
と
い
う
一
言
か
ら
、
保
護
者

が
地
元
の
か
た
が
た
の
協
力
を
得

て
、
今
年
６
月
、
か
わ
い
い
獅
子

舞
団
体
「
蚕
桑
子
供
獅
子
舞
ク
ラ

ブ
」（
代
表
小
林
勝
良
氏
・
金
田

修
氏
）
が
発
足
し
ま
し
た
。
獅
子

頭
な
ど
は
長
井
市
獅
子
宿
の
渋
谷

氏
に
製
作
・
借
用
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
毎
月
２
回
、
西
田
尻
公
民

館
で
稽
古
・
精
進
し
て
い
ま
す
。

　

横
越
文
殊
尊
の
役
員
の
か
た
か

ら
出
演
依
頼
を
受
け
、
10
月
16
日

の
お
祭
り
に
合
わ
せ
て
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
代
表
の
か
た
は
、「
今
後

も
活
動
を
拡
大
さ
せ
、
地
域
に
残

る
伝
統
を
継
続
し
て
も
ら
い
、
仲

間
の
大
切
さ
な
ど
も
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

期間：11月～１月末まで
※同時開催
○「松下圭助　彫刻展」
○「大瀬思い出の家　絵画展」画：後藤忠男　氏

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

獅子の前幕は大きくはばたいてほしい
という思いから「鷹」の字に

間：11月～１月末まで

10
月
９
日
開
催

優
勝　

十
王　

２
時
間
27
分
59
秒

（
大
会
新
記
録
）

２
位　

荒
砥　

２
時
間
31
分
41
秒

３
位　

東
根　

２
時
間
31
分
57
秒

４
位　

鷹
山　

２
時
間
33
分
05
秒

５
位　

蚕
桑　

２
時
間
38
分
24
秒

６
位　

鮎
貝　

２
時
間
50
分
39
秒

○
区
間
新
記
録

10
区　

樋
口
勝
利　

選
手（
東
根
）

15
区　

小
形
一
美　

選
手（
東
根
）

　

11
月
３
日
、
東
中
学
校
で
文
化

祭
（
和
田
英
里
子
実
行
委
員
長
）

が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
で
集
め
た

義
援
金
（
17
万
３
７
４
４
円
）
が

町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　

生
徒
た
ち
は
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
が
、
困
難
に
立
ち
向
か

い
強
く
生
き
て
い
る
姿
を
見
て
、

自
分
た
ち
に
出
来
る
こ
と
を
…
と

考
え
、
保
護
者
や
地
域
の
か
た
が

た
な
ど
に
協
力
を
求
め
、
募
金
活

動
や
ア
ル
ミ
缶
回
収
、
さ
ら
に
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
行
い
義

援
金
を
集
め
ま
し
た
。

　

義
援
金
を
受
け
取
っ
た
町
長
は
、

「
皆
さ
ん
の
思
い
を
気
仙
沼
の
被

災
さ
れ
た
か
た
が
た
に
届
け
て
き

ま
す
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

みんなの思いを町長へ手渡す実行委員長

　

義
援
金
は
、
11
月
20
日
に
友
好

観
光
協
会
の
盟
約
を
結
ん
で
い
る

気
仙
沼
市
に
直
接
届
け
ら
れ
る
予

定
で
す
。

義
援
金
活
動

　

10
月
23
日
、
１
学
年
親
子
行
事

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
年
生
が
サ
ツ
マ
イ
モ

を
育
て
て
販
売
し
、
そ
の
お
金
を

寄
附
し
よ
う
と
発
案
。
サ
ツ
マ
イ

モ
だ
け
で
は
足
り
な
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
各
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
物
も
集
め
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
栽
培
し
た

約
１
０
０
本
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ほ

か
、
食
器
や
衣
類
な
ど
多
く
の
商●

品●

が
並
び
全
て
完
売
。
売
り
上
げ

５
万
３
０
９
０
円
が
義
援
金
に
充

て
ら
れ
ま
し
た
。

売り方にも力が入ります
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▼勤務場所　白鷹町営スキー場
▼期間　12月17日（土）～３月20日（火・祝）
　※降雪状況により変更になる場合があります。
　※そのほか、オープン前後の準備、片付け作業
▼募集人員　若干名
▼職種　索道事業及びゲレンデ整備
▼賃金
　通常営業（午前８時30分～午後５時）6,800円
　ナイター営業（午後５時～９時）5,000円
　圧雪作業（１時間）1,800円
▼応募資格　町内在住で、18歳以上65歳未満で健康
　なかた
▼締め切り　11月24日（木）午後５時
▼提出書類　白鷹町臨時職員登録申請書（教育委員
　会に準備しています ｡）
■応募・問い合わせ
　教育委員会生涯スポーツ係（☎85－6147）

　昨年も大好評だった「新そばキャンペーン」を今
年も開催します。
　さらに今年は抽選で100人に白鷹の特産品が当た
るビッグチャンス！
　この機会に、新そばの香りと味わいをお楽しみく
ださい。
▼キャンペーン期間
　11月１日（火）～ 12月31日（土）
▼実施店
　熊屋・さんご・千利庵・のどか村・宝思そば
　味代乃そば 

　観光協会ではこのたび、「白鷹の四季カレンダー」
を制作し好評発売中です。
　遠方にいらっしゃる親戚や友人に白鷹の四季をお
届けしませんか？
▼価格　1,200円（税込）
▼取扱所　観光協会、道の駅ヤナ公園、パレス松風、
エーコープしらたか、どりいむ農園直売所

　11月11日（金）から17日（木）は「税を考える週
間」です。ｅ－Ｔａｘについて紹介します。

国税電子申告・納税システム（ｅ－Ｔａｘ）とは

　国税に関する各種手続きが自宅やオフィスからイ
ンターネットを通じて行えます。特に、源泉所得税
の毎月納付や消費税の中間申告・納付など、利用回
数の多い手続きに便利です。
▼各種手続き
　○所得税、法人税、消費税、酒税及び印紙税の申告
　○全税目の納税
　○申請・届出など

ｅ－Ｔａｘをはじめる前に

　事前に①電子証明書と②ＩＣカードリーダーが必
要になります。
①電子証明書…住民票のある市町村にお問い合わせ
　ください。
②ＩＣカードリーダー…家電量販店などで購入でき
　ます。

▼国税に関する情報は国税庁ホームページへ
▼ｅ－Ｔａｘに関する情報はｅ－Ｔａｘホームペー
ジへ
■長井税務署（☎84－1810）

　

☎
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相
談携

帯
電
話
の
無
料
占
い
サ
イ
ト

で
「
お
み
く
じ
を
引
く
」
を
ク
リ

ッ
ク
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
出
会
い

系
サ
イ
ト
に
接
続
さ
れ
、
一
方
的

に
「
登
録
完
了
」
と
料
金
請
求
の

画
面
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
日
以
内
に
５
万
８
０
０
０
円

を
振
り
込
め
と
あ
る
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い
で
す
か
？

ア
ド
バ
イ
ス

携
帯
電
話
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
が
一
般
的
と
な
る
な
か
で
、

こ
の
よ
う
な
事
例
が
増
え
て
い
ま

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

（
☎
85

－

６
１
３
１
）

vol.18

す
。

　

申
込
内
容
を
安
易
に
確
認
・
訂

正
で
き
る
画
面
が
な
く
、
申
込
の

意
思
も
な
く
一
方
的
に
登
録
さ
れ

た
場
合
、
有
料
の
利
用
規
約
が
成

立
し
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、

料
金
の
支
払
い
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
こ
の
時
点
で
、
サ
イ
ト

の
運
営
者
に
あ
な
た
の
個
人
情
報

は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
心
配
に

な
っ
て
業
者
に
連
絡
を
取
る
こ
と

は
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
な
ど
を
知
ら
せ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

業
者
に
は
連
絡
せ
ず
、
請
求
は
無

視
し
ま
し
ょ
う
。

10月の町長交際費
　平成23年10月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ
　総務課総務係　☎85－6120
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◆
童
門
冬
二
賞

○
斎
野　

綺
更
（
荒
砥
小
４
年
）

元
気
に
な
る
た
め
に

◆
生
涯
教
育
推
進
本
部
長
賞

○
小
林　

世
奈
（
荒
砥
小
５
年
）

「
犬
た
ち
を
お
く
る
日
」を
読
ん
で

◆
教
育
長
賞

○
鈴
木　

愛
華
（
東
根
小
２
年
）

「
ぼ
く
と
か
あ
さ
ん
」を
読
ん
で

○
岡
部　
　

愛
（
西
中
３
年
）

「
竜
の
木
の
約
束
」を
読
ん
で

○
衣
袋　

梨
花
（
荒
砥
高
２
年
）

「
希
望
僕
が
被
災
地
で
考
え
た
こ

と
」を
読
ん
で

○
皆
川　

清
彦
（
一
般
）

「
高
木
仁
三
郎.

黄
泉
か
ら
の
叱
責
」

◆
図
書
館
長
賞

○
黒
田　

佳
那
（
蚕
桑
小
１
年
）

じ
ぶ
ん
で
そ
だ
て
た
や
さ
い
は
お

い
し
い
ね

○
羽
角　

有
生
（
鮎
貝
小
４
年
）

「
牛
乳
は
モ
ー
毒
？
」を
読
ん
で

○
丸
川　

岬
太
（
蚕
桑
小
６
年
）

村
人
の
命
を
救
っ
た
稲
む
ら
の
火

○
清
野　

喜
貴
（
東
中
１
年
）

12
番
目
の
天
使

入
選

●
小
学
生
の
部

　

大
木　

飛
河
（
荒
砥
小
１
年
）

　

竹
田　
　

澪
（
鷹
山
小
１
年
）

　

上
村　

栞
凪
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

紺
野　

倖
聖
（
荒
砥
小
２
年
）

　

後
藤　

美
桜
（
荒
砥
小
３
年
）

　

菅
原　

和
泉
（
東
根
小
５
年
）

　

馬
場　

桃
花
（
蚕
桑
小
５
年
）

　

紺
野　

瑞
姫
（
鮎
貝
小
６
年
）

　

守
谷
愛
咲
花
（
荒
砥
小
６
年
）

●
中
学
生
の
部

　

齋
藤　

優
奈
（
西
中
１
年
）

　

小
林　

沙
穂
（
西
中
２
年
）

　

大
滝　

磨
奈
（
東
中
３
年
）

●
高
校
生
の
部

　

梅
津　

貴
昭
（
荒
砥
高
３
年
）

第
43
回
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

▼いつ　12月13日（火）
　　　　　　午前９時30分～午後４時30分（予定）
▼集合時刻　午前９時20分
▼集合・解散場所　中央公民館
▼移動手段　マイクロバス
▼定員　25人（最少催行人員10人）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
▼募集・締切　12月６日（火）まで申込受付
▼参加料　500円（給食代、諸経費　※当日集金）
▼内容（見学場所）
　①県立荒砥高等学校　②ひがしね保育園
　③文化交流センター あゆーむ
　④白鷹浄化管理センター　⑤日本ＧＴ㈱山形工場
※昼食は、ひがしね保育園で給食の試食を行います。

パート5　特別プログラム

　東日本大震災からもうすぐ１年。
　音楽活動50周年を迎えた小室　等さんが【復興】を
テーマに語り歌うプログラムです。
▼いつ　平成24年1月21日（土）
　　　　午後４時開演（午後３時30分開場）
▼どこで　文化交流センター「あゆーむ」
チケット　2,500円（当日2,800円）
※チケット代の一部は、義援金とさせていただきます。
▼定員　100人
▼チケット取り扱い　教育委員会、中央公民館、各
地区公民館、あゆーむ
※詳細は広報しらたか12月号でお知らせします。

平成23年度　白鷹学講座　パート4

町
立
病
院

　

町
立
病
院
で
は
、
県
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
藤
島
副
院
長
を
中
心

に
、
薬
剤
師
・
看
護
師
・
事
務
職

員
な
ど
５
人
に
よ
る
医
療
救
護
チ

ー
ム
を
結
成
。
震
災
発
生
か
ら
約

２
カ
月
後
の
５
月
20
日
か
ら
22
日

ま
で
気
仙
沼
市
に
滞
在
し
、
全
国

各
地
か
ら
の
医
療
救
護
班
と
協
力

し
な
が
ら
３
カ
所
の
避
難
所
を
受

け
持
ち
、
避
難
者
の
診
察
や
薬
の

処
方
、
心
の
ケ
ア
な
ど
幅
広
い
活

動
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動

に
対
し
、
今

回
の
感
謝
状

贈
呈
と
な
り

ま
し
た
。

医療救護チーム

■申込・問い合わせ　白鷹町教育委員会生涯学習係（☎85－6147 、ファックス85－2183）
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認
知
症
の
か
た
や
介
護
者
が
安

心
し
て
心
身
を
休
め
る
た
め
に

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア

　

定
期
的
に
離
れ
る
時
間
を
持
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
認
知
症
の
か

た
は
他
の
か
た
と
交
流
す
る
こ
と

で
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
自
宅
に

帰
る
こ
と
が
で
き
、
介
護
者
は
そ

の
間
休
ん
だ
り
自
分
の
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

　

認
知
症
の
か
た
が
施
設
に
短
期

間
宿
泊
す
る
こ
と
で
、
介
護
者
は

夜
も
安
心
し
て
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
認
知
症
の
か
た
の
生
活
習

慣
が
乱
れ
た
場
合
な
ど
で
も
、
施

設
で
集
団
生
活
を
お
く
る
こ
と
で

改
善
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

　

認
知
症
の
か
た
や
そ
の
介
護
を

し
て
い
る
か
た
が
集
ま
っ
て
互
い

に
話
を
聞
き
あ
い
、
気
持
ち
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
経
験
者
な
ら
で
は
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

　

さ
れ
る
場
合
は
、
担
当
ケ
ア
マ

　

ネ
ジ
ャ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
な

　

い
場
合
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
86

－

０
１
１
２
）

十
一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
五
日

高
橋
白
兎
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東日本大震災により被災された協会けんぽ加入の皆さまへ
　協会けんぽでは、震災により一定の被害を受けられたかたがたを対象に、協会けんぽが実施する健診・保健指導
に際してご負担いただいた費用を還付します。

▼還付対象となる健診及び期間
○生活習慣病予防健診（対象…35～74歳までの被保険者）
　一般健診、付加健診、乳がん・子宮がん検診
　肝炎ウイルス検査
○特定健診（対象…40 ～ 74歳までの被扶養者）
◆対象期間
　平成23年３月11日～平成24年３月31日までに受診さ
　れたかた
○特定保健指導（対象…40 ～ 74歳までの被扶養者）
◆対象期間
①平成23年３月11日～平成24年３月31日までに初回面
　談を受けたかた
②平成23年３月11日～平成24年３月31日までに受診し
　た特定健診に基づいて初回面談を受けたかた

※②の場合、初回面談は平成24年４月１日以降におい
　て行われるときも含まれます。

▼還付対象となるかた
○対象となる健診を受診したかた
○一部負担金等免除証明書の発行を受けたかた

▼還付申請に必要な書類
○東日本大震災の被災に伴う自己負担相当額還付申請書
○領収書（コピー可）
○協会けんぽが発行する免除証明書（コピー可）

■問い合わせ
　全国健康保険協会山形支部（☎023－629－7235）
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▼
い
つ　

12
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
集
合

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
栄
養
指
導
室

▼
対
象　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん

・
お
母
さ
ん
・
小
学
生
以
上
の
子

ど
も
（
親
子
で
の
参
加
）
ま
た
は
、

妊
婦
さ
ん

▼
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

▼
会
費　

一
人
に
つ
き
３
０
０
円

▼
メ
ニ
ュ
ー

　

ア
ッ
プ
ル

パ
ン
、
雑
穀

と
根
菜
の
あ

っ
た
か
ス
ー

プ
、
ご
ぼ
う

の
ケ
ー
キ

▼
そ
の
他　

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
準
備

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
農
業
振
興
係
／
青
木
（
☎
85

－
６
１
２
７
）

▼
い
つ　

12
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

開
演　

午
後
２
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
演
奏
曲
目　

交
響
曲
第
８
番
へ

長
調
、
序
曲「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の
洞

窟
」
ほ
か

▼
指
揮　

工
藤
俊
幸　

氏

催　し

　

町
は
食
育
活
動
を
応
援
し
ま
す
！

　

仙
台
市
で
活
躍
中
の
雑
穀
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
「
ゆ
あ
さ
よ
し
こ
」
さ

ん
（
荒
砥
出
身
）
が
、
ふ
る
さ
と

・
白
鷹
で
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
米
粉
や
雑
穀
、
町
の
旬
の
食

材
を
利
用
し
た
料
理
講
習
会
で
す
。

　

白
鷹
の
旬
の
食
材
に
触
れ
、
白

鷹
の
お
い
し
い
味
を
食
し
て
実
感

し
、
さ
ら
に
健
康
に
な
る
食
生
活

を
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

心
も
体
も
温
ま
る
料
理
で
、
一

緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

ょ
う
。

　

日
本
下
水
道
協
会
山
形
県
支
部

（
現
山
形
県
下
水
道
協
会
）
に
登

録
さ
れ
て
い
る
責
任
技
術
者
で
、

登
録
の
有
効
期
限
が
平
成
24
年
１

月
31
日
ま
で
の
か
た
は
、
現
在
所

属
し
て
い
る
指
定
工
事
店
所
在
地

の
市
町
村
で
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

▼
必
要
な
手
続
き

①
登
録
更
新
の
申
請

②
更
新
講
習
会
の
受
講

▼
申
込
締
切　

12
月
１
日
（
木
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
下
水
道
係

（
☎
85

－

６
１
３
８
）

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
か
た
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
か
た
に
つ
い

て
も
お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約

者
及
び
被
共
催
者
の
皆
さ
ま
に
対

し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳
紛
失
、

退
職
金
の
請
求
な
ど
）
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
は
で
き
う
る
限
り
の

範
囲
に
お
い
て
速
や
か
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
支
部
ま
た
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
（
☎
０
３

－

５
４
０
０

－

４
３
３
４
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.rin

ta
ik
y
o
.

ta
isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

　

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内

に
お
け
る
、
用
途
地
域
の
変
更
及

び
地
区
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
決

定
・
告
示
を
し
て
お
り
ま
す
。

▼
縦
覧
場
所　

建
設
水
道
課
内

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
都

市
計
画
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

11
月
25
日
か
ら
12
月
１
日
は
犯
罪

被
害
者
週
間
で
す

　

犯
罪
や
交
通
事
故
を
思
い
出
し

て
、
怖
く
て
た
ま
ら
な
く
な
っ
た

り
気
持
ち
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
や
ま
が
た
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
や
警
察
で
は
、
こ
う
し

た
か
た
の
相
談
や
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先　

社
団
法
人
や
ま
が
た

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２

３

－

６
４
２

－

７
８
３
０
）

月
曜
〜
金
曜　

午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

おしらせ

▼
チ
ケ
ッ
ト　

大
人
２
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
所　

あ
ゆ

ー
む
、
ヤ
マ
シ
チ
、
教
育
委
員
会

な
ど

▼
そ
の
他　

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
の
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
お

気
軽
に
実
行
委
員
へ
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
予
約

実
行
委
員
会
事
務
局　

御
代
田

（
☎
85

－

３
５
２
３
）
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標
記
会
議
の
開
催
に
際
し
、
冬

期
（
12
月
〜
３
月
）
の
利
用
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
冬
期

間
の
利
用
に
関
し
て
は
、
町
内
団

体
を
優
先
と
し
ま
す
の
で
、
調
整

会
議
の
対
象
は
町
内
団
体
と
い
た

し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
冬
期
利
用
実
績

の
あ
る
団
体
に
は
別
途
様
式
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
受
付
期
限

　
　

11
月
16
日（
水
）

※
新
規
団
体
の
み

▼
申
込
方
法　

指
定
様
式
に
よ
り

お
申
込
く
だ
さ
い
。（
白
鷹
町
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
）

【
利
用
調
整
会
議
】

▼
い
つ　

11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
３
階
大

会
議
室

※
利
用
申
込
団
体
は
各
団
体
代
表

　

１
名
必
ず
出
席
く
だ
さ
い
。

※
利
用
調
整
会
議
は
、
申
込
期
間

　

内
に
利
用
申
請
の
提
出
が
あ
っ

　

た
団
体
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
85

－

２
１
８

３
）

▼
い
つ　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン
グ

▼
内
容

○
「
東
日
本
大
震
災
の
中
で
被
害

　

者
支
援
活
動
」
報
告

○
「
愛
と
希
望
の
調
べ
」
チ
ェ
ロ

　

と
ピ
ア
ノ
の
演
奏

○
基
調
講
演
「
被
害
者
遺
族
の
声
」

　

被
害
者
支
援
都
民
セ
ン
タ
ー
自

　

助
グ
ル
ー
プ
甘
楽
奈
穂
美　

氏

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

長
井
警
察
署
警

務
課
（
☎
84

－

０
１
１
０
）

　

県
議
会
で
は
、
総
合
支
庁
に
お

い
て
地
元
議
員
に
よ
る
地
域
の
課

題
や
施
策
に
つ
い
て
の
審
議
を
行

う
地
域
議
員
協
議
会
を
開
催
し
ま

す
。
県
議
会
の
審
議
を
身
近
で
傍

聴
す
る
機
会
で
す
。
み
な
さ
ん
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

11
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
講
堂

▼
申
込　

不
要
（
当
日
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ　

県
議
会
事
務
局

政
策
調
査
室
（
☎
０
２
３

－

６
３

０

－

２
８
４
６
）

　

今
か
ら
66
年
前
、
日
本
中
が
戦

火
に
包
ま
れ
た
時
代
の
孤
児
の
物

語
。
未
来
に
残
し
、
子
ど
も
に
伝

え
た
い
お
菓
子
が
紡
ぐ
希
望
の
物

語
で
す
。
メ
イ
ン
ロ
ケ
地
は
震
災

前
の
宮
城
県
石
巻
市
で
、
こ
の
上

映
会
の
売
上
金
の
一
部
は
震
災
義

援
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
４
日
（
日
）
３
回

上
映
予
定

①
午
前
10
時
〜　

②
午
後
２
時
〜

③
午
後
６
時

▼
ど
こ
で　

産
業
セ
ン
タ
ー
（
パ

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
）

▼
料
金

○
前
売
券
（
一
般
の
み
）

　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
０
円

○
当
日
券　

一
般
１
５
０
０
円

　

小
・
中
・
高
校
生　

８
０
０
円

　

幼
児
無
料

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

各
地
区
公
民

館
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
☎
86

－

０
０
０
１
）

　

国
は
12
月
１
日
に
地
震
を
想
定

し
た
全
国
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

町
も
こ
の
計
画
に
併
せ
て
役
場
と

中
央
公
民
館
の
避
難
訓
練
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て

の
訓
練
で
す
の
で
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
１
日
（
木
）

　

午
前
10
時
15
分
こ
ろ

▼
ど
こ
で　

役
場
・
中
央
公
民
館

※
た
だ
し
、
必
要
な
事
務
は
執
り

　

行
い
ま
す
。

■
総
務
課
防
災
管
財
係
（
☎
85

－

６
１
２
２
）

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て
何
？
社
会
貢
献

活
動
が
し
た
い
け
ど
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
」
な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

に
興
味
の
あ
る
か
た
、
一
緒
に
話

し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

11
月
21
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

鮎
貝
地
区
公
民
館

▼
対
象　

町
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
、

50
歳
以
上
の
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
の

か
た

▼
内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ

ー
プ
ラ
ン
市
民
農
場
（
長
井
市
）

事
務
局
長
の
横
山
太
吉
氏
の
講
話

・
座
談
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

20
人

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

長
井
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
／
伊
藤
（
☎
０
２
３
８

－

44

－

２
８
４
０
）

　

行
政
書
士
は
、
役
場
な
ど
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
、
相
談
・
提

出
代
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
料

相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

長
井
市
役
所
市
民
相

談
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
業
務　

相
続
な
ど
の
手
続

き
、
農
地
転
用
、
遺
産
分
割
、
建

設
業
関
係
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
行
政
書

士
会
長
井
支
部
事
務
局
（
☎
88

－

２
８
２
５
）

　

11
月
25
日
の
農
業
委
員
会
総
会

の
開
催
時
間
は
、
午
後
３
時
か
ら

午
前
10
時
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
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募　集

広告

▼
内
容
／
コ
ー
ス
／
時
間

【
筆
ま
め
で
か
ん
た
ん
年
賀
状
作

成
コ
ー
ス
】

○
第
１
回

11
月
22
日（
火
）・
24
日（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時
の
計
４
時
間

○
第
２
回

11
月
29
日（
火
）・
12
月
１
日（
木
）

午
後
７
時
〜
９
時
の
計
４
時
間

○
第
３
回

12
月
６
日（
火
）・
８
日（
木
）

午
後
２
時
〜
４
時
の
計
４
時
間

▼
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
１
０
０
０

円
程
度

▼
対
象　

文
字
入
力
で
き
る
か
た

▼
定
員　

各
10
人

▼
場
所　

町
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

（
パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
白
鷹
内
奥
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
総
合

情
報
セ
ン
タ
ー
担
当
／
小
松
・
齋

藤
（
☎
86

－

０
０
０
１
）

婚
活
だ
ヨ
！
全
員
集
合

　

フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
利
用
拡
大

も
兼
ね
て
商
工
会
青
年
部
が
毎
年

実
施
し
て
い
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ

ー
テ
ィ
ー
で
す
。
車
窓
が
結
ぶ
赤

い
糸
、
あ
な
た
の
隣
よ
ろ
し
い
で

す
か
。

▼
い
つ　

11
月
20
日
（
日
）

　

午
後
２
時
54
分
荒
砥
駅
発

▼
募
集
定
員
（
先
着
）　

女
性
20

人▼
会
費　

女
性
２
０
０
０
円

▼
参
加
資
格　

町
内
外
の
未
婚
の

女
性
に
限
り
ま
す
（
20
歳
か
ら
40

歳
ま
で
の
真
剣
な
出
会
い
を
考
え

て
い
る
か
た
）。

※
集
合
場
所
な
ど
詳
細
は
申
込
い

　

た
だ
い
た
か
た
に
直
接
ご
連
絡

　

い
た
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

商
工
会
／
担
当　

梅
津
（
☎
85

－

０
０
５
５
）

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
サ
ポ
ー
タ

ー
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
し
、
自

分
た
ち
が
参
加
し
た
い
、
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
す
。

　

婚
活
中
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、

す
で
に
結
婚
し
て
い
る
か
た
で
も
、

出
会
い
を
応
援
し
た
い
、
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
交
流
し
た
い
と
い
う

か
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▼
応
援
い
た
だ
く
内
容　

企
画
の

提
案
・
運
営
、
参
加
者
の
募
集
な

ど▼
参
加
資
格　

婚
活
応
援
に
意
欲

的
な
男
性
、
女
性
（
既
婚
、
未
婚

問
わ
ず
）

▼
イ
ベ
ン
ト　

平
成
24
年
１
月
ま

た
は
２
月
に
町
内
で
開
催
予
定

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
募
集
事
務
局
（
産
業
振

興
課　

☎
85

－

６
１
３
６
）

▼
職
種　

保
育
士

▼
採
用
人
数　

若
干
名

▼
採
用
日　

平
成
24
年
４
月
１
日

▼
必
要
資
格　

保
育
士
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許

▼
申
込
受
付
期
間

　

11
月
14
日
（
月
）〜
30
日
（
水
）

※
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

▼
そ
の
他　

提
出
書
類
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

祉
法
人
白
鷹
会
あ
ら
と
保
育
園
／

山
本
（
☎
85

－

３
１
６
０
）

～法改正により飼養頭羽数の報告が義務付けられました～
　家畜伝染病予防法が改正され、飼養頭羽数や畜舎棟
数などを県知事に報告することが義務付けられました。
　牛、豚、めん羊・山羊、ニワトリなどを飼養してい
るかたに報告用紙が送付されますので、11月末までに
ファックスもしくは郵送などで町産業振興課まで報告
をお願いします（詳細については、送付される資料を
お読みください）。
　また、来年以降は、毎年２月１日現在の飼養頭羽数
などについて報告していただくことになります（報
告用紙は毎年送付されます）ので、
ご協力をよろしくお願いします。
　なお、ご不明な点については、
お問い合わせください。
■問い合わせ
　置賜総合支庁家畜保健衛生課（℡0238－43－3217）



住所　　 氏　　名 年齢
荒砥甲　羽　田　ふみ子　85
鮎　貝　岡　部　みち子　86
十　王　山　川　　博　　81
高　岡　安　部　弘　三　82
荒砥甲　松　岡　みつよ　87
荒砥甲　紺　野　正　五　88
横田尻　小　林　し　ま　93
黒　鴨　佐　藤　とくゑ　97
荒砥乙　中　嶋　た　け　76
深　山　樋　口　和　吉　84
横田尻　髙　橋　政　子　90
畔　藤　新　野　與一郎　84
山　口　稲　葉　あさゑ　87
荒砥甲　加　藤　義　一　82
荒砥甲　髙　橋　玲　子　75
鮎　貝　荒　木　キ　ヨ　82
中　山　佐　藤　喜　一　82
畔　藤　　　原　す　い　91

荒砥乙 鈴木 邦　広 大
そ

　空
ら

博　子

滝　野 鈴木 武　範 武
ほ

　尊
たか

陽　子

広　野 新野 文　俊 悠
ゆう

　太
た

美　樹

広　野 新野 文　俊 恒
こう

　太
た

美　樹

畔　藤 平井 信　幸 颯
そう

　馬
ま

有希子

深　山 羽田 大　輔 凛
りん

　花
か

智恵美

荒砥甲 荒川 和　也 心
ここ

　花
は

弘　美

箕和田 馬下 和　弥 晴
はる

　磨
ま

美由貴

鮎　貝 丸川 康　博 香
か

　帆
ほ

靖　子

畔　藤 鈴木 和　行 莉
り

　子
こ

未沙希

荒砥乙 平 義　人 伊
い

万
ま

里
り

さやか

滝　野 齋藤 誠 絆
はん

　那
な

香　苗

鮎　貝 三浦 信　高 聡
とし

　信
のぶ

愛

荒砥甲 横山 水　也 大
ひろ

　翔
と

美　雪

菖　蒲 五十嶺 恒　志 孝
こう

　祐
すけ

幸　子

荒砥乙 菅原 喜　郎 由
ゆい

　翔
と

綾　子

畔　藤 佐藤 盛　夫 愛
あい

　里
り

恵美里

No.1076
2011-11

-14

　　氏　　　名　　　 住所

（小　関　健　春　　滝　野
大　貫　美　香　　山形市

（熊　谷　岳　仁　　荒砥乙
菅　野　由利子　　長井市

（菅　原　博　喜　　長井市
佐　藤　恵　子　　十　王

（小谷部　　哲　　　横田尻
佐　藤　友　美　　黒　鴨

（紺　野　　晃　　　横田尻
横　澤　智佳子　　深　山

鮎貝ママ    バレーボール（代表　稲葉 三恵さん）
◆
結
成
時
期
は
？

◆
メ
ン
バ
ー
構
成
は
？

◆
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

◆
活
動
の
内
容
は
？

◆
い
つ
練
習
し
て
い
る
の
？

◆
活
動
し
て
い
て
楽
し
い
こ
と
は
？

◆
最
後
に
ひ
と
言☎

VOL.23

熱のこもった練習
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